
昭和43年5月 1日(534号〉

(3月末日現在〉 前月比

人口 55，959 (-609) 
(男 26，963 (-287) 
女 28，996 (-322) 
世帯数 13，540 (-37) 
出生 54 転入 501 
死亡 24 転出1，140
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乙
乙
を
と
じ
て
く
だ
ぎ
い
)
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1 

-児童の生命、人権を尊重しまし

ょっ 0

・児童を家庭で正しい愛情と知識

と技術で育てましょう。

・地域の組織を活用して児童の育

成に努めましょう。

-児童の健康増進をはかりましょ

つ0

・心身に障害のある児童にはとく

にあたたかい愛情を注ぎましょ

っ。

明日の世代をになうのは子供た

ちです。この子供たちが心身とも

に健やかに成長するためには、こ

れにふさわしい環境が大切です。

国の宝であり、希望である子供

たちを、私たち1人1人が理解し、

健全な社会人として育てるのは大

人たちの義務といえるでしょう。

5月5日から11日までは、 と児

童福祉週間ミが行なわれます。家

庭も、学校も、地域のかたがたも

みんな力をあわせて、子供のしあ

わせのため努力いたしましょう。
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一
端
午
(
た
ん
己
)
の
節
句
一

一

端

午

と

は
、
月
の
始
め
の
一

一
午
(
う
ま
)

の
日
の
こ
と
で
一

一
す
が
、
い
ま
で
は
端
午
と
い
一

一
え
ば
五
月
五
日
の
こ
と
を
い
一

一
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た

。

一

一

こ

れ
は
も
と
も
と
中
島
か
一

一
ら
は
い
っ
て
き
た
も
の
で
、
一

一
こ
の
目
、
し
よ
う
ぷ
や
よ
も
一

一
ぎ
を
の
き
ば
た
に
つ
る
し
、
一

一
悪
よ
け
を
し
た
と
、い
わ
れ
ま
一

一
す
。
こ
の
し
よ
う
ぷ
が
「
尚
一

一
武
」
と
読
み
か
え
ら
れ
て
武
一

一
士

の
子
弟
の
祝
日
と
な
っ
た
一

一
ょ
う
で
す
。
こ
れ
が
江
戸
時
一

一
代
に
は
だ
ん
だ
ん

一
般
民
衆
一

一
の
聞
に
伝
え
ら
れ
七
才
以
下
一

一
の
子
供
の
あ
る
家
で
は
外
に
一

一
こ
い
の

ぼ
り
を
立
て
、
内
に
一

一
か
ぶ
と
人
形
を
か
ざ
っ
て
祝
一

一
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一

一
戦
後
、
五
月
五
日
は
子
供
一

一
の
日
と
し
て
国
民
の
祝
日
と

一

一
な
り
、
平
和
な
、
幸
福
な
生
一

一
活
が
ど
の
子
供
に
も
あ
た
え
一

一
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
日
一

一

と

な

り

ま

し

た

。

一
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(2) 

企
業
の
協
業
化

連
鎖
化
を

リ
商
工
行
政
H

連
鋪
化
な
ど
の
諸
施
策
を
推

進
し
て
ゆ
き
た
い

と
考
え
ま

す
。
こ
の
た
め
に
は
ま
ず
そ

の
根
底
と
な
る
経
営
者
の
意

識
の
高
揚
と
経
営
能
力
の
向

上
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で

商
工
会
議
所
を
は
じ
め
関
係

機
関
、
団
体
と
協
力
し
て
各

種
セ
ミ
ナ
ー
や
業
種
別
v

地

域
別
の
対
策
協
議
会
の
開
催

先
進
地
の
視
察
な
ど
を
積
極

的
に
行
な
い
た
い
と
思
い
ま

す。

最
近
の
金
融
事
情
の
ひ
っ

迫
、
労
仇
力
の
不
足
と
こ
れ

に
伴
な
う
人
件
費
の
高
騰
、

さ
ら
に
国
の
内
外
の
資
本
攻

勢
な
ど
に
よ
り
、
経
済
環
境

は
一
段
と
き
び
し
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市

内
中
小
企
業
の
対
策
と
し
て

根
本
的
な
構
造
の
改
善
と
近

代
化
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
一
方
企
業
の
実
態
を

こ
の
よ
う
な
状
勢
の
下
で
つ
か
ん
で
経
営
の
合
理
化
を

大
村
市
は
、
中
小
企
業
者
の
は
か
る
た
め
、
産
地
診
断
な

自
己
努
力
と
、
国
県
の
施
策
ど
個
別
診
断
を
推
奨
す
る
と

と
相
ま
っ
て
企
業
の
協
業
化
と
も
に
、
金
融
に
つ
い
て
は

共
同
化
ま
た
は
小
売
商
屈
の
L

国
県
の
制
度
金
融
の
普
及
の

お
し
ら
せ

無

料

法

律

相

談

所

を

開
設

五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

行
な
わ
れ
る
憲
法
週
間
の
行

事
と
し
て
裁
判
所
で
は
大
村

調
停
協
会
の
協
力
を
得
て
、

つ
ぎ
の
と
お
り
民
事
、
家
事

¥/ 

コ
!
ナ

l

関
係
の
無
料
法
律
相
談
に
応

じ
ま
す
。

も
し
、
心
配
ご
と
の
あ
る

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ

日

時

五

月

六

日

午

前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

マ
場
所
大
村
商
工
会
議
所

" d .1 
J 

あ
っ
せ
ん
に
加
え
て
、
市
中

小
企
業
振
興
資
金
の
効
率
的

運
用
を
は
か
り
、
中
小
企
業

者
の
金
融
の
円
滑
化
に
努
力

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

運
輸
通
信
関
係
で
は
、

!関

係
機
関
、
関
係
業
者
と
緊
密

'な
遥
け
い
を
取
り
、
パ
ス
路

自
然
を
生
か
し
た

施
設
を
日
観
光
行
政
リ

者に健
、は全市
観、な J内

光交発観
協通展光
会機をの
、関 は開
商 、か発
工関ると
会係たそ
議業めの

事
業
別
の
計
画

• • • • 
-.-

•• •• 

③ 

線
の
拡
充
促
進
、
湾
内
航
路
所
な
ど
の
直
接
観
光
産
業
関

の
育
成
、
農
村
公
衆
電
話
の
係
者
の
ほ
か
、
間
接
的
に
関

設
置
促
進
に
つ
と
め
、
市
民
係
の
あ
る
人
の
積
極
的
た
参

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
都
市
基
加
に
よ
っ
て
、
行
政
当
局
と

盤
の
整
備
充
実
を
は
か
り
た
も
協
力
し
、
地
域
社
会
の
利

い

と

考

え

て

い

ま

す

。

益

と

な

る

よ

う

な
受
け
入
れ

、マ

態
勢
を
確
立
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

と
く
に
本
年
は
、
長
崎
国

体
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
年
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
観
光
関
係

者
を
は
じ
め
、
一

般
市
民
に

も
観
光
素
材
に
対
す
る
認
識

や
観
光
事
業
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
協
議

会
な
ど
を
開
き
ま
す
。
そ
し

て
観
光
概
念
の
普
及
と
啓
蒙

と
発
展
を
は
か
り
市
民
生
活

の
向
上
に
努
め
、
観
光
客
の

印
象
を
よ
く
す
る
よ
う
努
力

い
た
し
ま
す
。

観
光
客
の
誘
致
は
、
観
光

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
観
光
案
内

地
図
な
ど
に
よ
り
宣
伝
活
動

を
計
画
的
に
組
織
的
に
持
続

ミ各家庭から

1人は赤十字社員に
法人も

社員となってご協力をミ

的
に
行
な
い
ま
す
。
さ
し
あ

た
っ
て
大
村
地
区
は
基
本
的

に
は
隣
県
、
県
内
の
周
遊
ゴ

i
ス
で
あ
り
ま
す
の
で
、
既

存
観
光
拠
点
の
整
備
と

P
R

を
積
極
的
に
行
な
い
、
県
内

外
の
観
光
客
の
誘
致
に
努
力

い
た
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

観
光
関
係
者
の
自
主
的
努
力

と
相
ま
っ
て
、
自
然
を
生
か

し
て
の
リ
ク
レ

l
v
ョ
シ
の

場
と
し
て
海
と
山
の
自
然
公

園
の
整
備
を
具
体
化
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
一

と
く
に
野
岳
野
営
場
の
管
一

理
事
務
所
と
し
て
、
本
年
度
一

内
に
県
営
事
業
で
セ
シ
ト
ラ
一

ル
ロ
ッ
ヂ
の
建
設
が
実
現
す
一

る

よ

う

努

力

し

ま

す

。

一

社員は赤十字を支える大切な柱

です。「社員加入」と「能力に応

じた社費の拠出」を目標に本年

度から「社員増強運動J3カ年

計画を推進することになりまし

fこ。

市民みなさんのご協力で昭和42

年度も目標額の 101パーセント

を示す 812，252円を完納するこ

とができました。

どうか本年度もよろしくおねが

いします。

¥ 

~・
1 
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大
村
市
奨
学
生
を
募
集
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市
で
は
四
十
三
年
度
の
奨

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
資
格
①
大
村
市
民
ま
た
は
そ

の
子
女
で
高
等
学
校

に
在
学
中
の
者

②
品
行
方
正
、
学
業
成

績
優
秀
で
身
体
強
健

な
者

③
経
済
的
理
由
に
よ
り

学
資
の
支
弁
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
者

マ
貸
与
額
月

額

千

五

百

円

マ
手
続
各
高
等
学
校
又
は
市
教
育

り大村市政だよ

委
員
会
事
務
局
に
備
え
付

け
て
あ
る
願
書
に
記
入
の

上
各
高
等
学
校
長
へ
提
出

す
る
こ
と

マ
募
集
期
間

五
月
一
日
よ
り
五
月
二
十

日
ま
で

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は

教
育
委
員
会
事
務
局
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

青
少
年
農
業
研
修
生

募
集

農
村
青
少
年
に
、
近
代
的

な
農
業
経
営
に
必
要
な
知
識

と
技
術
を
習
得
さ
せ
る
目
的

選
挙
人
名
簿
え
の
登
録

W

満
別
歳
に
な
っ
た
人
や

ω

w

転
入
し
た
人
は
す
ぐ
届
出
を
叩

参
議
院
議
員
の
選
挙
が
七

月
上
旬
に
行
な
わ
れ
る
予
定

で
す
が
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
満

(3) 

二
十
才
に
な
っ
た
人
や
新
た

に
大
村
市
に
転
入
し
た
人
は

そ
の
時
必
ら
ず
選
挙
人
名
簿

登
録
の
申
出
を
い
た
し
ま
し

ょ、つ。

で
つ
ぎ
の
と
お
り
特
別
研
修

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

マ
対
象
者

①
二
十
五
才
以
下
の
農
村
青

少
年
で
高
等
学
校
卒
業
文

は
そ
れ
と
同
等
の
学
力
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

②
引
続
き
農
業
に
従
事
す
る

こ
と
が
確
実
な
も
の
。

マ
研
修
先

主
と
し
て
団
体
で
協
業
経

営
を
し
て
い
る
も
.
の
で
あ

り
、
全
国
四
十
四
都
道
府

県
に
及
ん
で
い
る
。

マ
研
修
経
費

国
と
県
で
負
担
し
ま
す
。

マ
申
込

登
録
の
申
出
は
、
市
役
所

の
執
務
時
間
中
で
あ
れ
ば
市

民
課
窓
口
お
よ
び
各
出
張
所

で
い
つ
で
も
受
付
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
六
月
一
日
ま
で
に

登
録
の
申
出
を
さ
れ
た
人
の

う
ち
六
月
一
日
現
在
で
資
格

要
件
が
備
わ
っ
て
い
る
人
は

六
月
二
十
日
に
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

大
村
市
農
林
水
産
課
に
五

月
八
日
ま
で
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

交
通
事
故
巡
回
相
談

所
を
開
設

県
の
交
通
安
全
対
策
室
で

は
、
交
通
事
故
被
害
者
対
策

の
一
環
と
し
て
、
つ
ぎ
の
と

お
り
交
通
事
故
巡
回
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

マ
日
時
五
月
十
三
日
午
後

一
時
よ
り
五
時
ま
で

マ
場
所
大
村
市
役
所

大
会
議
室

実施場所 |実施月日 |時 間 I I 
五|

萱瀬出張所 I 5月6日 I9.30--12.00 I月|
三浦診療所 I 5月13日 19.30--12.00Iのi
鈴田出張所 I 5月14日 I9.30--12.00 I雪!
竹松出張所 i 5月17日 19.30~15.30I4!
松原出張所 I 5月初日 I9.30--12.00 I診(
福重出張所 I 5月21日 I9.30--12.00 ! 

ドライブシーズンです

出かける前に

必ず点検を

交
通
安
全

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

交
通
事
故
を
な
く
す
た
め

に
は
、
歩
行
者
と
運
転
者
、

と
り
わ
け
運
転
者
同
志
の
相

互
の
理
解
が
大
切
で
す
。

大
村
市
交
通
安
全
協
会
で

は
、
五
月
十
一
日
か
ら
始
ま

d 
J 

4 

'
t
p
 

る
春
の
交
通
安
全
運
動
の
行

事
と
し
て
、
市
内
支
所
対
抗

の
親
善
交
通
安
全
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
を
行
な
い
ま
す
。

マ
日
時
五
月
十
二
日

午
前
十
時
か
ら

マ
場
所
西
中
グ
ラ
ワ
ン
ド

マ
参
加
資
格
大
村
市
交
通

安
全
協
会
の
会
員
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コパい

λ
Z
Y配
れ
以
内
H
h
佐
呼
山
凶
H
W
2
MK
M
M
M
h山
内
山

F
1
1
q
九

り

ν
1
ズ
ン
中
は
臨
時
パ
ス

炉
旬
結
Jr
白
巳
む
一
e
J
1
3
Z
J
b

電
話
な
ど
も
設
置
さ
れ
る
o

J
n
M
l
.
M旭
川
-
語
句
《
ペ
レ

‘

1

w

/

・1
1

4

野
営
地
に
つ
い
て
の
諸
案
内

洗
い
場
(
野
外
炉
付
)
三
棟
連
絡
は
市
商
工
観
光
課
で
取

野
岳
野
営
場

-ア

l
ブ
ル
ペ
ン
チ
九
基
、
ベ

三
百
有
余
年
前
に
郷
土
の
ン
チ
四
基
、
公
衆
便
所
三
棟

豪
商
深
沢
犠
，太
夫
橘
勝
清
が

キ
ャ
ン
プ
ナ
イ
ト
収
容
人
員

築
い
た
野
岳
湖
の
ほ
と
り
に

二、

0
0
0人
可
能
、
給
水

あ
る
市
営
野
岳
野
営
場
は
、

施
設

(自
動
滅
菌
装
置
付
日

昭
和
二
十
六
年
四
月
多
良
岳
生
水
飲
用
可
)
な
ど
完
備
さ

県
立
公
園
区
域
に
指
定
さ
れ
れ
て
い
る
。
ま
た
管
理
人
を

四
季
の
景
観
と
地
理
的
好
条
置
き
、
テ
ン
ト
、
毛
布
、
敷

件
を
備
え
た
西
九
州
陪

一
の
板
を
有
料
貸
出
し
キ
ャ
ン
パ

凶
キ
ャ
ン
プ
場
と
し
て
県
内
外

ー
た
ち
の
便
宜
を
計
っ

て
い

川
の
利
用
者
に
好
評
を
え
て
い
る
。
山
開
き
は
毎
年
七
月

一

山
る
。

日
で
あ
る
が
四
季
を
通
じ
青

川

市

で

は
、
県
の
補
助
を
う
少
年
の
教
育
や

一
般
の
レ
ク

w

け
年
次
計
画
に
よ
り
諸
施
設
リ
ェ

l
ジ
ョ
ン
の
地
と
し
て

仇
の
充
実
に
つ
と
め
て
お
り
、

親
ま
れ
て
い
る
。
交
通
も
定

山
主
な
施
設
と
し
て
は
駐
車
場
期
パ
ス
が
大
村
駅
前
か
ら
あ

(4) 

5日 松尾内科

科渡辺外科

12日 中村産婦人科松永内

科 橋口内科寺井内科

19日 近藤内科岩崎眼科

中島外科毛利内科

26日 東内科朝長産婦人科

野口内科田中内科

牟田整形外

(5月中〉

福祉年金所得状況届

り

区証王通

大村市政だよ

⑧ 

昭和43年5月 1日

福祉年金をうけておられる

方は42年度分の所得状況届を

しなければなりません。 5月

分の支給を受けたらた Yちに

年金証書と印かんを持って市

役所保険年金課又はもよりの

出張所で届出をすませて くだ

さし、。

i一一1日貸出料一一一-

l テント 300--600円

i毛布 40円

l敷板 10円

写真(左上)=野岳野営場

の全景

(右下)=新しくでき

た給水施設

空気が乾燥しています。こ

んなとき火事 を引きおこすと

大変なことになります。火の

もとに注意レ ましょう。

もし、 火事になったら忘れ

ず119番へ電話しましょう。

火事のときは119番扱
か
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十

コ
一
年
度
に
は
セ
シ

ト
ラ
ル

ロ

ッ
ジ
(
中
央
管
理
棟
)
の
建

設
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

;交通傷害保険に加入しましたか? ~ 
1日1円があなたを守ります

四
月

一
日

に
発
足
し
た

市
民
交
通
障

害
保
険
に
加

入
さ
れ
た
方

は
四
月
二
十

五
日
現
在
で

八
千
名
に
な

り
ま
し
た
D

ま
だ
加
入
し

て
い
な
い
方

は
市
役
所
か

各
出
張
所
で

い
つ
で
も
受

付
ま
す
の
で

印
か
ん

と
保

険
料
を
持
っ

て
申
込
み
く

だ
さ
い
。

五
月
一

日
か
ら
の
保
険
料

は
三
百
三
十
円
で
、
来
年
の

三
月
三
十

一・
日
ま
で
有
効
で

す。

こ
の
保
険
は
、
一
年
間
の

掛
金
が
三
百
六
十
円

(
一
日

一
円
)
で
、
交
通
事
故
で
傷

害
を
受
け
た
と
き
つ
、
ぎ
の
よ

う
な
保
険
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

円

円

円

円

円

円
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同
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円
刀

同
月

上

カ

カ

カ

荷

亡

が

以

内

吋

寸

叶

和

月

月

月

間

間

E

T

カ

カ

カ

週

週

τヘ
ノ

ト

v
n
h
u
q
U

1
4
1ム

1
ょ

保
険
加
入
者
で
も
し
傷
害

を
受
け
ら
れ
た
と
き
は
、
つ

ぎ
の
点
に
ご
留
意
く
だ
さ
い

①
ど
ん
な
軽
い
け
が
で
も
そ

の
と
き
の
状
況
を
証
明
し

て
く
れ
る
人
が
必
要
で
す

②
近
く
の
派
出
所
ま
た
は
警

察
署
に
届
出
て
お
く
こ
と

③
市
役
所
又
は
各
出
張
所
に

も
届
出
る
こ
と
。

刷、却、丹、旬、"""""旬、戸、~、"^帆~

A
飢
J

明

朗

、

創

造

の

得

点

齢

、

長

崎

国

体

全
国
か
ら
集
ま
る
選
手
や
役
員
の
方
に
、
大
村
の
印

象
を
深
く
よ
く
し
て
も
ら
う
た
め
、
明
朗
の
花
、
積

極
の
喜
び
、
創
造
の
美
を
、
，自
ら
つ
く
り
出
す
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

¥ 

積
極
、


